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（
訳
文
）

日
本
国
政
府
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
及
び
大
韓
民
国
政
府
の
間
の
三
者
間
協
力
事
務
局
の
設
立
に
関
す
る
協
定

日
本
国
政
府
、
中
華
人
民
共
和
国
政
府
及
び
大
韓
民
国
政
府
（
以
下
「
締
約
国
政
府
」
と
総
称
す
る
。
）
は
、

二
千
十
年
五
月
三
十
日
に
大
韓
民
国
の
済
州
島
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
第
三
回
三
箇
国
首
脳
会
議
で
決
定
し
た
と
お
り
、
締

約
国
政
府
の
間
の
三
者
間
協
力
を
効
率
的
に
促
進
し
及
び
運
営
し
、
並
び
に
既
存
の
対
話
の
仕
組
み
を
強
化
し
及
び
三
国
間
の

協
力
関
係
の
更
な
る
促
進
に
寄
与
す
る
た
め
に
事
務
局
を
設
立
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
、

次
の
と
お
り
協
定
し
た
。

第
一
条

１

こ
の
協
定
に
よ
り
、
三
者
間
協
力
事
務
局
（
以
下
「
事
務
局
」
と
い
う
。
）
を
設
立
す
る
。

２

事
務
局
は
、
大
韓
民
国
（
以
下
「
所
在
国
」
と
い
う
。
）
に
置
く
。

第
二
条

事
務
局
は
、
締
約
国
政
府
の
間
の
協
議
の
仕
組
み
を
運
営
し
及
び
管
理
す
る
た
め
の
支
援
を
提
供
し
、
並
び
に
協
力
案
件
の
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探
究
及
び
実
施
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
三
国
間
の
協
力
関
係
の
更
な
る
促
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

第
三
条

１

前
条
に
い
う
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
事
務
局
は
、
次
の
任
務
及
び
活
動
を
遂
行
す
る
。

三
箇
国
首
脳
会
議
、
三
箇
国
外
相
会
議
、
三
者
委
員
会
そ
の
他
の
閣
僚
会
議
、
三
箇
国
外
務
高
級
実
務
者
協
議
等
の
締

(a)
約
国
政
府
の
間
の
協
議
の
仕
組
み
（
以
下
「
協
議
の
仕
組
み
」
と
い
う
。
）
の
運
営
及
び
管
理
に
対
し
て
事
務
的
及
び
技

術
的
な
支
援
を
提
供
し
、
並
び
に
必
要
に
応
じ
て
主
要
な
協
議
の
仕
組
み
に
そ
の
代
表
を
参
加
さ
せ
る
こ
と
。

締
約
国
政
府
、
及
び
必
要
に
応
じ
て
他
の
国
際
機
関
、
特
に
他
の
東
ア
ジ
ア
の
協
力
の
た
め
の
仕
組
み
と
の
連
絡
及
び

(b)
調
整
を
行
う
こ
と
。

締
約
国
政
府
の
間
の
潜
在
的
な
協
力
案
件
を
探
究
し
及
び
特
定
し
、
並
び
に
こ
れ
ら
の
案
件
を
採
択
の
た
め
に
関
連
す

(c)
る
協
議
の
仕
組
み
に
報
告
す
る
こ
と
。

協
力
案
件
を
評
価
し
及
び
こ
れ
ら
の
案
件
に
関
す
る
報
告
書
を
作
成
し
、
必
要
な
文
書
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
収
集
し
、

(d)
並
び
に
年
次
進

報
告
を
承
認
の
た
め
に
三
者
委
員
会
又
は
三
箇
国
外
相
会
議
に
提
出
す
る
こ
と
。

捗
ち
よ
く

三
者
間
協
力
に
関
連
す
る
重
要
事
項
に
関
す
る
調
査
を
行
い
、
事
務
局
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
運
営
し
、
及
び
三
者
間
協

(e)
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力
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
進
す
る
こ
と
。

２

事
務
局
は
、
三
箇
国
外
相
会
議
を
通
じ
て
又
は
三
箇
国
外
相
会
議
が
決
定
す
る
方
法
に
よ
り
締
約
国
政
府
に
よ
っ
て
認
め

ら
れ
た
権
限
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
か
つ
、
締
約
国
政
府
に
よ
る
監
督
の
下
で
、
そ
の
任
務
及
び
活
動
を
遂
行
す
る
。

第
四
条

事
務
局
は
、
所
在
国
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
を
行
う
法
律
上
の
能
力
を
有
す
る
。

契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

(a)

動
産
及
び
不
動
産
を
取
得
し
及
び
処
分
す
る
こ
と
。

(b)

訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
。

(c)

第
五
条

１

事
務
局
は
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
り
指
名
さ
れ
及
び
任
命
さ
れ
又
は
雇
用
さ
れ
る
一
名
の
事
務
局
長
、
二
名
の
事
務
局

次
長
及
び
専
門
職
員
（
以
下
「
職
員
」
と
総
称
す
る
。
）
並
び
に
一
般
役
務
職
員
か
ら
成
る
。

事
務
局
長
は
、
一
の
締
約
国
政
府
の
指
名
（
大
韓
民
国
、
日
本
国
、
中
華
人
民
共
和
国
の
順
の
輪
番
制
に
よ
る
。
）
に

(a)
基
づ
い
て
、
三
箇
国
外
相
会
議
に
お
い
て
任
命
さ
れ
る
。
事
務
局
長
の
任
期
は
、
二
年
と
す
る
。
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締
約
国
政
府
に
よ
る
別
段
の
合
意
が
な
い
限
り
、
事
務
局
長
を
指
名
し
た
国
の
政
府
以
外
の
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ

(b)
れ
事
務
局
次
長
一
名
を
指
名
し
、
こ
れ
ら
の
者
は
三
箇
国
外
相
会
議
に
お
い
て
任
命
さ
れ
る
。
事
務
局
次
長
の
任
期
は
、

原
則
と
し
て
二
年
と
し
、
三
箇
国
外
相
会
議
の
承
認
を
得
て
二
年
を
限
度
と
し
て
一
回
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
務
局
長
は
、
締
約
国
政
府
か
ら
専
門
職
員
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
人
員
を
任
命
す
る
。

(c)

事
務
局
長
は
、
事
務
局
の
任
務
及
び
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
な
一
般
役
務
職
員
を
雇
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(d)
２

事
務
局
に
、
事
務
局
長
及
び
事
務
局
次
長
か
ら
成
る
諮
問
理
事
会
を
置
く
。
諮
問
理
事
会
は
、
付
託
さ
れ
る
問
題
に
つ
い

て
協
議
し
、
及
び
全
会
一
致
の
原
則
に
よ
り
決
定
を
行
う
。
諮
問
理
事
会
は
、
第
三
条
２
の
規
定
に
従
い
、
重
要
事
項
に
つ

い
て
締
約
国
政
府
と
協
議
す
る
。

３

事
務
局
長
は
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
三
者
間
協
力
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
事
務
局
の
任
務
及
び
活
動
を
効
率

的
に
遂
行
す
る
た
め
、
三
箇
国
外
相
会
議
の
承
認
を
条
件
と
し
て
、
事
務
局
に
部
局
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条

事
務
局
長
は
、
事
務
局
を
代
表
し
、
並
び
に
事
務
局
が
遂
行
す
る
任
務
及
び
活
動
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。
事
務
局
長
は
、

ま
た
、
事
務
局
の
運
営
、
特
に
次
の
事
項
に
対
し
て
責
任
を
負
う
。
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事
務
局
の
任
務
及
び
活
動
に
関
す
る
年
次
報
告
書
及
び
必
要
に
応
じ
て
特
別
報
告
書
並
び
に
事
務
局
の
年
次
予
算
を
作

(a)
成
し
、
並
び
に
三
箇
国
外
務
高
級
実
務
者
協
議
の
承
認
を
得
た
上
で
こ
れ
ら
を
承
認
の
た
め
に
三
箇
国
外
相
会
議
に
提
出

す
る
こ
と
。

三
箇
国
外
相
会
議
の
承
認
を
条
件
と
し
て
、
事
務
局
の
内
部
規
則
を
作
成
し
、
及
び
改
正
す
る
こ
と
。

(b)

三
箇
国
外
相
会
議
の
承
認
を
条
件
と
し
て
職
員
の
派
遣
に
関
す
る
基
本
的
な
条
件
（
給
与
に
関
す
る
事
項
を
含
む
。
）

(c)
を
設
定
し
、
及
び
事
務
局
次
長
と
の
協
議
を
行
っ
た
上
で
専
門
職
員
の
解
任
に
つ
い
て
当
該
職
員
を
派
遣
し
た
締
約
国
政

府
に
対
し
て
提
案
す
る
こ
と
。

三
箇
国
外
相
会
議
の
承
認
を
条
件
と
し
て
一
般
役
務
職
員
の
地
位
及
び
給
与
を
含
む
雇
用
条
件
を
設
定
し
、
資
格
を
有

(d)
す
る
人
員
を
一
般
役
務
職
員
と
し
て
雇
用
し
、
並
び
に
必
要
に
応
じ
て

に
い
う
内
部
規
則
に
従
っ
て
一
般
役
務
職
員
を

(b)

解
雇
す
る
こ
と
。

事
務
局
の
運
営
に
必
要
な
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
。

(e)

第
七
条

１

事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
に
よ
る
任
務
及
び
活
動
の
遂
行
を
補
佐
す
る
。
こ
の
関
連
で
、
事
務
局
次
長
は
、
特
に
次
の
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任
務
を
遂
行
す
る
。

三
者
間
協
力
の
漸
進
的
発
展
の
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て
事
務
局
長
に
対
し
て
助
言
を
行
う
こ
と
。

(a)

事
務
局
長
の
認
め
る
と
こ
ろ
に
従
い
、
会
議
、
式
典
そ
の
他
の
場
合
に
お
い
て
事
務
局
を
代
表
す
る
こ
と
。

(b)

事
務
局
の
調
査
活
動
に
対
し
て
援
助
を
提
供
す
る
こ
と
。

(c)

事
務
局
長
が
委
任
す
る
そ
の
他
の
任
務
及
び
活
動
を
遂
行
す
る
こ
と
。

(d)
２

事
務
局
次
長
は
、
事
務
局
長
が
不
在
で
あ
り
又
は
任
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
前
条

に
い
う
内
部
規
則

(b)

に
従
い
、
事
務
局
長
に
代
わ
っ
て
そ
の
任
務
を
行
う
。

第
八
条

１

所
在
国
政
府
は
、
事
務
局
の
運
営
の
た
め
の
施
設
を
提
供
し
、
及
び
手
配
す
る
責
任
を
負
う
。

２

事
務
局
の
事
業
費
は
、
締
約
国
政
府
の
均
等
の
拠
出
に
よ
り
支
弁
す
る
も
の
と
し
、
締
約
国
政
府
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内

法
令
に
従
う
こ
と
を
条
件
と
し
て
当
該
拠
出
を
行
う
。

第
九
条

１

事
務
局
及
び
職
員
は
、
事
務
局
の
目
的
を
達
成
し
、
並
び
に
そ
の
任
務
及
び
活
動
を
遂
行
す
る
た
め
、
次
条
及
び
第
十
一
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条
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
所
在
国
に
お
い
て
特
権
及
び
免
除
を
享
有
す
る
。

２

所
在
国
政
府
以
外
の
締
約
国
政
府
は
、
自
国
に
お
い
て
、
自
国
の
法
令
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
た
範
囲
内
で
、
事
務
局
の
適

正
な
運
営
の
た
め
に
必
要
な
便
益
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

契
約
、
又
は
事
務
局
及
び
職
員
が
使
用
若
し
く
は
所
有
す
る
自
動
車
、
船
舶
若
し
く
は
航
空
機
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
た

事
故
に
よ
る
損
害
で
あ
っ
て
保
険
に
よ
り
賠
償
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
係
る
民
事
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
特
権
及
び
民

事
訴
訟
又
は
行
政
訴
訟
に
関
す
る
所
在
国
の
裁
判
権
か
ら
の
免
除
は
、
与
え
ら
れ
な
い
。

４

事
務
局
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
特
権
、
免
除
及
び
便
益
に
関
連
す
る
濫
用
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

に
、
所
在
国
の
関
係
当
局
と
常
に
協
力
す
る
。

５

所
在
国
政
府
が
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
る
特
権
又
は
免
除
の
濫
用
が
あ
っ
た
と
認
め
る
場
合
に
は
、
濫
用
が

あ
っ
た
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
、
及
び
濫
用
が
あ
っ
た
と
決
定
す
る
と
き
は
そ
の
濫
用
が
繰
り
返
さ
れ
な
い
こ
と
を
確

保
す
る
た
め
、
所
在
国
政
府
と
事
務
局
と
の
間
で
協
議
を
行
う
。

第
十
条

１

事
務
局
並
び
に
そ
の
財
産
及
び
資
産
は
、
免
除
を
明
示
的
に
放
棄
し
た
場
合
を
除
き
、
訴
訟
手
続
の
免
除
を
享
有
す
る
。
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民
事
訴
訟
又
は
行
政
訴
訟
に
関
す
る
裁
判
権
か
ら
の
免
除
の
い
か
な
る
放
棄
も
、
そ
の
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
の
免
除
の
放

棄
を
も
意
味
す
る
も
の
と
み
な
し
て
は
な
ら
ず
、
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
の
免
除
の
放
棄
の
た
め
に
は
、
別
に
そ
の
放
棄
を

す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
。
前
記
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
務
局
が
自
ら
訴
訟
手
続
を
開
始
し
た
場
合
は
、
訴
訟
手
続
の
免
除
の

み
な
ら
ず
判
決
の
執
行
に
つ
い
て
の
免
除
を
も
放
棄
し
た
も
の
と
推
定
す
る
。

２

事
務
局
の
構
内
は
、
不
可
侵
と
す
る
。
事
務
局
の
記
録
並
び
に
一
般
に
事
務
局
が
所
有
す
る
す
べ
て
の
公
用
の
書
類
及
び

文
書
は
、
不
可
侵
と
す
る
。

３

事
務
局
は
、
そ
の
公
用
通
信
に
関
し
て
、
所
在
国
政
府
が
所
在
国
に
お
い
て
外
交
使
節
団
又
は
あ
ら
ゆ
る
国
際
機
関
に
与

え
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇
を
享
有
す
る
。
事
務
局
は
、
信
書
そ
の
他
の
公
用
通
信
を
伝
書
使
又
は
封
印
袋
に
よ
り

発
送
し
、
及
び
接
受
す
る
権
利
を
有
す
る
。
伝
書
使
及
び
封
印
袋
は
、
外
交
伝
書
使
及
び
外
交
封
印
袋
と
同
一
の
特
権
及
び

免
除
を
有
す
る
。

４

事
務
局
は
、
財
政
上
の
い
か
な
る
種
類
の
管
理
、
規
制
又
は
モ
ラ
ト
リ
ア
ム
に
よ
っ
て
も
制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

基
金
又
は
い
か
な
る
通
貨
を
も
保
持
し
、
及
び
い
か
な
る
通
貨
の
勘
定
を
も
設
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(a)

基
金
又
は
通
貨
を
所
在
国
へ
及
び
所
在
国
か
ら
又
は
所
在
国
内
に
お
い
て
移
動
し
、
並
び
に
そ
の
保
持
す
る
通
貨
を
他

(b)
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の
通
貨
と
交
換
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

事
務
局
は
、
４
に
規
定
す
る
権
利
を
行
使
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
所
在
国
の
国
内
法
を
遵
守
し
、
及
び
所
在
国
政
府
の
申

入
れ
に
対
し
て
、
事
務
局
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
な
く
こ
の
申
入
れ
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
限
り
、
妥
当
な

考
慮
を
払
う
。

６

事
務
局
並
び
に
そ
の
財
産
及
び
資
産
は
、

事
実
上
公
益
事
業
の
使
用
料
に
す
ぎ
な
い
も
の
を
除
き
、
す
べ
て
の
直
接
税
を
免
除
さ
れ
る
。

(a)

事
務
局
が
そ
の
公
用
の
た
め
に
輸
入
し
、
又
は
輸
出
す
る
物
品
に
関
し
て
は
、
関
税
並
び
に
輸
入
及
び
輸
出
に
対
す
る

(b)
禁
止
及
び
制
限
を
免
除
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
免
除
を
受
け
て
輸
入
し
た
物
品
は
、
所
在
国
政
府
の
決
定
し
た
条
件

に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
所
在
国
で
は
売
却
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
了
解
さ
れ
る
。

事
務
局
の
刊
行
物
に
関
し
て
は
、
関
税
並
び
に
輸
入
及
び
輸
出
に
対
す
る
禁
止
及
び
制
限
を
免
除
さ
れ
る
。

(c)
７

事
務
局
は
、
原
則
と
し
て
消
費
税
並
び
に
動
産
及
び
不
動
産
の
売
却
に
対
す
る
税
で
そ
の
価
格
の
一
部
を
な
す
も
の
の
免

除
を
要
求
し
な
い
。
も
っ
と
も
、
所
在
国
政
府
は
、
事
務
局
が
公
用
の
た
め
に
財
産
の
重
要
な
購
入
を
行
う
に
際
し
こ
れ
に

前
記
の
税
が
課
さ
れ
た
場
合
に
は
、
可
能
な
と
き
は
い
つ
で
も
、
税
額
の
減
免
又
は
還
付
の
た
め
適
当
な
行
政
的
措
置
を
と
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る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
一
条

１

職
員
は
、

事
務
局
が
支
払
っ
た
給
料
及
び
手
当
に
対
す
る
課
税
を
免
除
さ
れ
る
。

(a)

所
在
国
に
居
住
す
る
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
と
と
も
に
、
出
入
国
制
限
、
外
国
人
登
録
及
び
国
民
的
服
役
義
務
を
免
除

(b)
さ
れ
る
。

事
務
局
に
最
初
に
着
任
す
る
際
に
、
自
己
の
個
人
的
な
使
用
又
は
配
偶
者
及
び
扶
養
親
族
の
使
用
の
た
め
の
家
具
及
び

(c)
家
庭
用
品
を
無
税
で
輸
入
す
る
権
利
を
有
す
る
。

為
替
の
便
益
に
関
し
て
、
所
在
国
に
着
任
し
た
他
の
あ
ら
ゆ
る
国
際
機
関
の
職
員
で
あ
っ
て
自
己
の
地
位
と
同
等
の
地

(d)
位
の
も
の
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
待
遇
よ
り
も
不
利
で
な
い
待
遇
を
受
け
る
。

２

所
在
国
政
府
は
、
所
在
国
の
国
民
で
あ
る
職
員
又
は
所
在
国
に
通
常
居
住
し
て
い
る
職
員
に
対
し
て
、
こ
の
条
に
規
定
す

る
特
権
及
び
免
除
を
与
え
る
義
務
を
負
わ
な
い
。

３

特
権
及
び
免
除
は
、
事
務
局
の
利
益
の
た
め
に
の
み
職
員
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
職
員
個
人
の
便
宜
の
た
め
に
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与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
事
務
局
長
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
職
員
に
与
え
ら
れ
る
免
除
が
正
義
の
実
現
を
阻
害
す

る
も
の
で
あ
り
、
か
つ
、
事
務
局
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
な
く
こ
れ
を
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
す
る
場
合
に
は
、

事
務
局
次
長
と
の
協
議
を
通
じ
て
、
そ
の
免
除
を
放
棄
す
る
権
利
及
び
義
務
を
有
す
る
。
事
務
局
長
及
び
事
務
局
次
長
に
与

え
ら
れ
る
免
除
は
、
必
要
に
応
じ
、
三
箇
国
外
相
会
議
に
お
い
て
放
棄
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
二
条

事
務
局
の
常
用
語
は
、
英
語
と
す
る
。

第
十
三
条

事
務
局
の
会
計
は
、
毎
年
、
検
査
し
、
及
び
三
箇
国
外
相
会
議
に
報
告
す
る
。
事
務
局
長
は
、
三
箇
国
外
相
会
議
の
承
認
を

条
件
と
し
て
、
そ
の
検
査
の
手
続
を
定
め
る
。

第
十
四
条

い
ず
れ
の
締
約
国
政
府
も
、
こ
の
協
定
の
改
正
を
提
案
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
協
定
は
、
締
約
国
政
府
の
書
面
に
よ
る

合
意
に
よ
っ
て
改
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
五
条
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各
締
約
国
政
府
は
、
他
の
す
べ
て
の
締
約
国
政
府
に
対
し
、
こ
の
協
定
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
な
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
手

続
が
完
了
し
た
旨
を
外
交
上
の
経
路
を
通
じ
て
書
面
に
よ
り
通
告
を
行
う
。
こ
の
協
定
は
、
当
該
通
告
の
う
ち
最
も
遅
い
も
の

が
行
わ
れ
た
日
に
効
力
を
生
ず
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
協
定
に
署
名
し
た
。

二
千
十
年
十
二
月
十
六
日
に
ソ
ウ
ル
で
、
英
語
に
よ
り
本
書
三
通
を
作
成
し
た
。
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日
本
国
政
府
の
た
め
に

武
藤
正
敏

中
華
人
民
共
和
国
政
府
の
た
め
に

張

鑫
森

大
韓
民
国
政
府
の
た
め
に

金

星
煥


